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としての《正義》（just ice） と《公益》（la chose 
publique）の観念の重要性については、シャルルがフ
ランス王権からの司法的独立を意図したとされるメヘ
レン高等法院の設立の際に出された〈ティオンヴィル
の勅令〉（1473年12月）の文言をはじめ、シャルルの
忠実な官房長を務めたギョーム・ユゴネ（Guillaume 
Hugonet）の言説を分析したA.Vanderjagtによって強
調されてきた2。シャルルが《正義》の特性を具現化
した存在であり、《公益》を《正義》によって維持す

はじめに

　第４代ヴァロワ・ブルゴーニュ公シャルル・ル・テ
メレール（Charles le Téméraire：1433-1477）は、フ
ランス王国と神聖ローマ帝国にまたがるブルゴーニュ
公国の領域を統合し、新たな君主国家の創生を目指し
た君主として、近年その統治イデオロギーをめぐる議
論が行われてきた1。とりわけ、シャルルの統治理念
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The Enigma of ʻMontpellier Parchmentʼ 
─Political Allegory of Charles the Bold, Duke of Burgundy ca.1470s.─

Atsushi KAWAHARA

要　旨

　《モンプリエ・パーチメント》とよばれるミニアチュールは、ブルゴーニュ公シャルル・ル・テメレールの統治期
（1467-1477）の間に作成され、シャルルの権力イメージを表象するとされている興味深い図像である。1990年代以
降、シャルルの統治イデオロギーをめぐる研究の中で、本図像の検討が進められてきたが、その全容の解明にはまだ
多くの謎が残されている。本論では、先行研究の成果に基づきながら、本図像の構成、制作時期、制作意図、その歴
史的意義について再検討を行った。その結果本図像が、《平和》と《正義》の担い手としての君主のアレゴリーを表
象するものであり、シャルルの政治的統治イデオロギーを示すメッセージ媒体として、1473/74年のメヘレン高等法
院開設以前に作成され、公聴会や入市式といった公的場において提示された可能性について論じた。

ABSTRACT

　《Montpelier parchment》 is a unique miniature, supposed to have represented the Burgundian Duke, Charles the 
Boldʼs power based on the 〈pax et justitia〉. Since 1990s, J.C.Smith, W.Paravicini, W.Brückle and other scholars have 
argued the special character of this miniature.
　In this paper we reconsidered on the composition, function and significance of this unique parchment through the 
analysis of the various images expressed in the miniature. As a result it could be said that this miniature shows in a 
symbolic way the political ideology of Charles the Bold as a representative of the virtue of justice （justitia） to govern 
his État bourguignon that was not to have been realized after his death of 1477.
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る至高の存在であることは、〈ティオンヴィルの勅令〉
の様々な箇所で確認される。君主の至高性をそうした
政治的言説において示すとともに、シャルルは、1467
年１月の父フィリップ・ル・ボンの死後、直ちにネー
デルラントの主要な都市への一連の入市式を開始し
た。シャルルにとって、都市への入市式は、支配君主
としての承認と都市側の服従の意思をシンボリックに
示す儀礼であった3。シャルルは、1467年６月28日の
ヘントへの入市式を皮切りに、1474年１月の南部ブル
ゴーニュ公領の都市ディジョンへの入市式に至るまで
フランドル、ブラバント、アルトワ地方を中心に28都
市に入市を行っている4。中でも1468年から74年にか
けて、モンス、リール、アラス、ドゥエ、ディジョン
の各都市への入市式においては、〈活人画〉（tableau 
vivant）の舞台が設定され、《高貴》、《正義》、《分別》
といった君主のあるべき徳を表象する聖書の人物や古
代（神話）・中世の英雄（王や騎士）が登場し、シャ
ルルがそうした徳を備えた君主であることを強調する
マイム劇となっていた5。とりわけ1474年１月23日の
ディジョンへの入市式においては、旧約聖書のモチー
フに基づく預言者エレミア、戦士ギデオン、ソロモン
王が登場し、ギデオンになぞらえられたシャルルがソ
ロモン王の前でイスラエルに代わる祖国ブルゴーニュ
公領の「王位」を与えられるというストーリーが設定
されていた。そこでは、シャルルはブルゴーニュの

「王」として旧約の王たるソロモンに重ねあわされて
示され、ヘブライの王と同様、シャルルが《徳》と

《正義》を備えた統治者として都市ディジョンに受け
入れられるという視覚的イメージが提示されたのであ
る6。
　このような入市式において人々に示された〈活人
画〉についての中世のイコノグラフィーは、その多く
が残念ながら現存していない7。我々は、ただ同時代
のテクストにおける記述を通じてその表象のイメージ
を再構成するほかはない。
　本稿ではそうした君主の正統性のイデオロギーを表
象する稀なイコノグラフィーの一例として《モンプリ
エ・パーチメント》として伝来する一葉のミニアチュ
ールを取り上げ、その図像の機能と意義、制作の背景
と意図を近年の諸研究に基づきながら考察してみたい
と思う8。

1． アレゴリカルな表象としての 
〈モンプリエ・パーチメント〉

（1）〈モンプリエ・パーチメント〉とは
　本図像（図１）は、作者不詳の《キリストの代理人
としてのシャルル・ル・テメレール》というタイトル
で、南フランスのモンプリエの文書館に収められてい
る一葉の羊皮紙からなるミニアチュールである。この
ミニアチュールを最初に論じたAnatole Perrault-
Debotによれば、本図像の来歴は不明であるが、所有
者は、 元モンプリエ大学の教授で医師のCal i x t e 
Cavalierであり、古物愛好家であったCavalierが、こ
の図像をスイスで購入したという。1888年のCavalier
の死後、本図像は、モンプリエ文書館に遺贈された9。
その後20世紀に入ってからは、長らくこの図像が公に
紹介されることはなく、1970年代以降のブルゴーニュ
公シャルルに関する伝記的研究においても取り上げら
れてこなかった。
　1992年にアメリカの美術史家J.C.Smithが、15世紀
ブルゴーニュ公家の肖像の伝統を論じた論文におい
て、この〈モンプリエ・パーチメント〉の存在に改め
て言及し、この図像において磔刑のキリスト像の下に
描かれている人物をシャルル・ル・テメレールとみな
した。Smithは、この人物が、右手に剣を、左手に

『聖書』（キリストのモノグラムが文字の間に記されて
いる）と目される左右に開かれた書物をもって立って
おり、キリストの代理人として、キリストから得た力
と権威を継承した人物であると考える。そして、この
図像において、磔刑のキリスト像の下の《正義》の徳
を示す女性像の周囲に描かれている《真実》、《英知》、

《慎み》、《節制》》を表す４つの徳の存在により、その
下に描かれた男性が理想の統治者にして正義の担い手
としてのシャルルを示していると解釈している10。
　その後W.Paraviciniが、1995年と2010年の論考にお
いて、またW.Brückleが2013年にこの図像についての
本格的な検討を行ってきたが、いまだこの図像は、そ
の素材、来歴、用途、意義において不確かなままであ
る11。
　以下では、まずこの〈モンプリエ・パーチメント〉
の図像の意味するところをそうした先行研究に基づき
ながら検討していこう。

3　ブルゴーニュ公の入市式については、J.Hurlbut［1990］；A.Brown & G.Small［2007］を参照。
4　Hurlbut［2013］pp.105-112.
5　河原［2016］288-290頁。
6　河原［2014］11-14頁。
7　〈活人画〉の概念については、京谷啓徳［2017］第２章「ルネサンスの活人画」48-83頁を参照。
8　 図像でのみ残されている宝石で飾られた豪華な〈帽子〉の意味を検討することで、シャルル・ル・テメレールによる（ローマの）
王の称号獲得の意図を論じた中堀博司［2016］も、シャルルの統治権力の正統性のシンボルをめぐる興味深い研究である。

9　A.Perrault-Dabot［1894］p.443. 現在の所蔵先は、Médiathèque centrale Émile Zola Montpellier, No.10352である。
10　J.C. Smith［1992］pp.49-50.
11　W.Paravicini［1995］, ［2010］；C.Stroo［2002］；W.Brückle［2013］；E.Lecuppre-Desjardin［2016］
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（2）図像の構成
　〈モンプリエ・パーチメント〉は、縦64.6cm、横
34.5cmの一枚の大型の羊皮紙からなる（図１）。制作
者の写本師は知られていないが、彩色は鮮やかで、当
時の優れた技量を有する絵師の作品と考えられる。本
図像は、構成として大きく３つの部分に分けられる。
まず上部には、磔刑のキリストが天蓋の下に掲げられ
ている。中央部には、《正義》を表す金髪の女性（右
手に剣をもち、左手は彼女の下に描かれているブルゴ
ーニュ家の紋章に添えられている）像がキリストから
の聖血の雫を頭に受けつつ玉座のような椅子に座して
いる。彼女を取り巻いて、４つの徳を表象する４人の
女性がそれぞれ個別の色彩で彩られた美しいローブを
纏い、手には巻紙（スクロール）を掲げている。そし

て、紋章の下部には、顎鬚のある男性が裸足で直方体
の台の上に立っている。彼も右手に剣、左手に開かれ
た書物をもっている。上部と中央部には、巻紙（スク
ロール）が掲げられ、それぞれ後述するようにラテン
語の句が記されている。
　a．上部：磔刑のキリスト像
　まず上部の十字架にかけられたキリスト像からみて
いく。キリストは、赤色で縁取りされた群青色の天蓋
を背景に描かれている。キリストの左右に巻紙（スク
ロール）が掲げられ、向かって左側から右側の巻紙へ
と続くテクストとして、「正義を愛せ」〈Diligite justi-
tiam〉、「地上において汝は裁く」〈Diligite justitiam. 
Qui iudicia tis terram〉と読まれる。続いて、キリス
ト像の真下の部分に掲げられた巻紙には、「私、正義
は長い間、地上から遠ざけられていた。しかし、最近
シャルルによって招ばれ、戻ってきた」〈Justicia e 
terries iam/dudum eiecta recessi/Ab Carolo nuper/
duce vocata veni〉と記されている。
　b．中央部：《正義》の女性像と４つの徳
　《正義》を表象する女性は、金髪で金の冠を被って
いる。彼女は、赤と緑のチュニックを纏い、その上に
白貂の衣を纏っている。右手にはまっすぐな黒色の刃
と金色の柄の長剣が握られている。彼女の左手が軽く
触れているように見える金色の百合の花を頂点とす
る、ブルゴーニュ公シャルルの大紋章（Grandes ar-
moires de Charles le Téméraire）がその下の盾形の紋
章とともに《正義》の女性像の前に位置する。
　４つの徳を表象する若い女性像が《正義》の女性を
上下左右に取り巻き、《正義》を支えている。向かっ
て左上の《真実》veritasの徳を示す女性は、群青と
緑色のローブに白貂の縁取りのある衣装を纏い、木蔦
の葉の帽子を被っている。彼女の持つ巻紙には「私は
すべてに打ち勝つ」〈Omnia vinco〉と記されている。
　続いて向かって右上の《貞淑》Castitasの徳を示す
女性は、緑と青と濃褐色のローブを纏い、頭には黒褐
色の帽子を被っており、「私は何よりも神に気に入ら
れる」〈Deo p（rae） omnib （us） placeo〉と記された巻
紙をもっている。
　向かって左下にいる《英知》Sagacitasの徳を示す
女性は、襟元が朱色で、全体が黒と肌色と緑のローブ
に身を包み、朱色の帽子を被っている。彼女の右手の
巻紙には「私は時間通りにふるまう」〈In tempore 
ago〉と記されている。
　向かって右下の《節制》sobrietasの徳を示す女性
は、明るい茶と黒と青のローブを纏っており、黒い角
帽を被っている。左手の巻紙には、「私は、長く生き
るものを養う」〈Longevos nutrio〉と記されている。
　c．下部：台の上に立つ男性像
　本図像の下部には、直方体の台座（podium）の上
に裸足で立つ人物像がブルゴーニュ家の紋章の真下に
接するように描かれている。この人物は、様々な点で
ブルゴーニュ期ネーデルラントの図像表現として特異
な様相を示している。第１に、彼は、帽子を被らず、

図１　 正義の担い手としての君主のアレゴリー（モ
ンプリエ・パーチメント）（1470 年頃、Médi-
athèque centrale dʼagglomération Emile Zola 
Montpellier, No.10352）
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蓬髪であり、顎髭を生やしている。第２に、彼は右手
に金の鞘の剣を、左手に開かれた書物を持っている
が、それにあわせて服装もミ・パルティとよばれる二
色服である。剣を持つ右半身は黒色の甲冑姿で、書物
をもつ左半身は、青色で縁取りされた法服にみえる赤
と青のガウン姿である。開かれた書物には、「私なし
には何も（存在し）ない」〈Nihil sine me〉と記され
ている。書物の左側の頁の真ん中にはキリストを示す
モノグラム（Jh ［esu］ s）の文字が見える12。そして、
興味深いことに、彼は、濃い黒緑色の台座の上に裸足
で立っている。台の上には、〈consilium〉（conseil）
と記されている。台の縁にも金色の文字が見えるが、
読み取りがたい。Paravicini、Brückleらはいずれも、
可能性として〈［Burgun］ dum〉ないし〈［Sec］ un-
dum〉という表現を推定している13。

2． 〈モンプリエ・パーチメント〉の図像解釈を
めぐって

　この一見すると奇妙な図像は、いかなる意味を持つ
ものであろうか。以下，図像の個々の諸要素と全体の
メッセージとの間の関係について検討していこう。
　まず上部の磔刑のキリスト像の部分について。十字
架のキリストが、最上部に位置することは、《正義》
を表象するイコノグラフィーとしては、よく見られる
表現である。キリストの上にある天蓋の背景が青地で
あり、天蓋の縁が緑、赤、白で縁どられているのは、
ヴァロワ・ブルゴーニュ家の宗主であるシャルル７世
以降のフランス王家の色彩を象徴しているといえよ
う。キリストの足下から巻紙の上にしたたるキリスト
の血は、正義の徳の女性の頭上につながっている。そ
れはキリストの死と正義の勝利を暗示していると
Paraviciniは考えているが、こうしたキリストの聖血
の滴りが表象されている図像は他には知られていない
点で、特異な事例といえよう14。ここでは、キリスト
は、あらゆる正義の保持者たる君主の正統化のための
至高の存在として表象されていると解される。
　中央部の《正義》の徳の女性像について。E.Male
によれば、1450年代から1470年代のフランスのミニア
チュールにおいて、徳は、アトリビュートなしの女性
として表象されており、この図像も例外ではないだろ
う15。また、４つの古代の枢要徳（jusititia、fortitudo、
prudentia、temperamentia）のなかで《正義》は、
ほかの枢要徳と常に一緒に表現されるわけではない。
実際、1458年にシャルルの父フィリップ・ル・ボンが

ヘント入市式を行った際、都市ヘントがブルゴーニュ
公に対して提示した４つの徳は、《慈悲》〈misericor-
dia〉、《真実》〈veritas〉、《正義》〈justitia〉、《平和》

〈pax〉であった16。それは、まさに当時のヘントが屈
したブルゴーニュ公の軍事力に対する都市側の政治的
意思表明を象徴する徳であったといえよう17。また、
シャルルの腹心であった官房長のギョーム・ユゴネ
は、1471年11月にサン・トメールにおいて行った演説
の中で、４つの徳をシャルルに帰しているが、そこで
は、〈justice〉、〈prudence〉、〈continence〉という古
典的な徳の組み合わせとともに、《偉大さ》〈magna-
nimité〉という新たな徳が付け加えられていることに
注目しておきたい18。
　本図像において、《正義》を取り巻く他の４つの徳
は、《真実》〈veritas〉、《英知》〈sagasitas〉、《慎み》

〈sacasitas〉、《節制》〈sobrietas〉であり、この組み合
わせは何を意味するのであろうか。Paraviciniは、こ
の４つの徳が、いずれも司法ないし正義の観念に結び
つけられた徳ではないかと示唆しているが、この４つ
の徳の組み合わせが何に由来するのかという点につい
ては、現時点では解答は出されていない19。
　さて、本図像においてもっとも特異な造形は、下部
に描かれている男性像である。この人物は、異なる衣
装からなるミ・パルティ（二色服）を纏っている。こ
の図像の最初の紹介者Perrault-Debotは、この男性像
がシャルル・ル・テメレールを表象していると考え
た。彼は、右半身は甲冑姿であり、右手に剣を持って
いる。剣は、この人物が、武装平和の体現者であるこ
とを暗示する。左半身は、法服と思われる赤いガウン
を纏い、手には開かれた書物を持っている。書物には

「私なしには何も存在しない」〈nihil sine me〉という
句が書かれており、上述したように、左側の頁中央に
キリストのモノグラムがあるが、この書物がJ.C.Smith
が解釈したように聖書とは考えにくく、法書と考える
ことが妥当である20。したがって、この人物は《平和》

〈pax〉と《正義》〈justitia〉のイコノグラフィーを反
映していることは明らかであるが、中世の図像表現に
おいて通常、《正義》は女性像により表象されている
ことを考えると、《正義》の図像そのものとは考えに
くい。また、この男性の服装は、《正義》の通常のイ
コノグラフィーとは一致しない。なぜなら、彼の右半
身は、武人（騎士）を示す甲冑姿であり、左半身は、
青で縁取りされた赤いガウンを纏うことで、法の番人

（司法の担い手）たることを示しているからである21。
しかも、彼はこの二つのカテゴリーを示す騎士の帽子

12　Perrault-Dabot［1894］pp.439-440；Paravicini［2010］p.322.
13　Paravicini［2010］p.324；Brückle［2013］p.124.
14　Perrault-Dabot［1894］p.436；Paravicini［2010］p.324.
15　E.Male［1925］p.311；Paravicini［2010］pp.325-326.
16　Paravicini［2010］p.326.
17　1458年のヘント入市式における舞台設定については、河原［2002］を参照。
18　Vanderjagt［2005］p.336.
19　Paravicini［2010］p.326.
20　Smith［1992］p.50.

78



《モンプリエ・パーチメント》の謎─ブルゴーニュ公シャルル・ル・テメレールの統治における政治的アレゴリーの一例─ 

も法律家の帽子も被っておらず、無帽であることが注
目される。これらの特徴は、この人物がシャルル・
ル・テメレールをはじめとする特定の人物を直接的に
表象しているとする解釈を困難にするだろう。
　この人物が顎鬚を生やし、蓬髪姿であることも、彼
をシャルルと同定するには困難な点である。シャルル
を描いた数点の図像（ロヒール・ファン・デル・ウェ
イデンの肖像画［1461年頃］、ジェラール・ロワイエ
の銀製の彫像［1471年］など）では、髭は描かれてい
ない22。西洋中世のイコノグラフィーにおいて、顎鬚
をたくわえた人物は、重要人物を表象しており、例え
ばカール大帝は、正義の具現者として、顎鬚とともに
描かれるケースが多いが、シャルルにとって、カール
大帝は、アレクサンドロス大王、カエサルとともに、
彼の君主モデルであったと考えられる。
　また、この男性は、その上に掲げられたブルゴーニ
ュ家の大紋章が示すように、ブルゴーニュ家にかかわ
る人物と考えられるが、かつて解釈されたようにシャ
ルル本人とするには造形的に困難があり、むしろシャ
ルルに仕えていた他の人物の可能性が想定される。彼
が、〈consilium〉（conseil）という銘のある台座の上
に立っていることも、君主としてのシャルルのイメー
ジにはそぐわないようにみえる。その点で、この人物
は、シャルルの側近としてブルゴーニュ公の《正義》
に基づく支配イデオロギーを体現した廷臣であり、顧
問（conseiller）、官房長（chancelier）を務めた人物、
すなわちピエール・ル・グー Pierre le Goux（在職：
1465-1471） ないしギョ ーム・ ユゴネGui l laume 
Hugonet（1471-1477）の可能性があるだろう。しか
し、彼らの肖像は知られておらず、同定は困難であ
る23。
　Paraviciniは、この人物について、特定の人物を表
象しているわけではなく、「正義」の担い手であり、

「法的審判者」である権能をもつ重要人物の抽象化か
つ人格化された姿ではないかと解釈する。 他方、
Brückleは、二色服により一人の人物に社会の異なる
身分の機能を両義的に表現させるという手法は、「政
治的身体」（Body politic）の抽象的表現すなわち身体
的メタファーの一つであると考えている。この人物が
無帽であることで、彼の身体の中で頭が君主（シャル
ル）のアレゴリーを意味していると考えられる。そし

て、二つの機能（戦う者＝騎士と働く者＝法律家）を
意味する二色服の身体の下で裸足は、第三身分を表象
しているというのである24。
　この人物が裸足であるという点については、かつ
て、Perrault-Debotは、この人物をシャルル・ル・テ
メレールであると想定しつつ、上部のキリスト像から
滴る聖血による浄化のシンボリズムと「裸足」を結び
つけ、「改悛」penitenceないし「巡礼」の行為を暗示
すると解釈した。この点について、Paraviciniは、裸
足のもつ宗教的シンボリズムを否定してはいないが、
本図像の文脈におけるその意味については、明確な解
釈を提示してはいない25。しかし、現実の君主が裸足
の姿で描かれるということは、中世のイコノグラフィ
ーにおいて想定しがたい手法であり、この人物がシャ
ルル自身を表現しているとは考えにくいというPara-
viciniの解釈は、妥当といえよう。彼が立っている台
座には〈consilium〉という銘が読み取られる。Para-
viciniは、この言葉をシャルルの統治期における国務
院ないしメヘレンの高等法院ではないかと推定してい
る。すなわち、〈consilium〉とともに、当該人物が平
和と正義の担い手/審判者（justicier）であることを
示しているというのである。このように、この図像の
発するメッセージは、図像解釈になお様々な困難を残
しつつも、ある程度明快であるように見える。すなわ
ちキリストの庇護のもとで、ブルゴーニュ公（シャル
ル自身とは言えないまでも）が現世における平和と正
義の担い手として表象されており、彼は真実、貞淑、
英知、節制という４つの道徳的徳により支えられ、平
和と正義の徳（女性像）により庇護された存在だとい
うメッセージである。シャルルの忠実な廷臣であった
ギョーム・ユゴネが、1473年１月の全国議会におい
て、君主のもつ徳をめぐってセネカを引用しつつ「正
義とは人間社会の絆である」〈Justitia est （vin）cu-
lum societatis〉と語ったように、この図像は、シャ
ルルの統治プログラムをイコノグラフィックに反映す
るものであったように思われる。Vanderjagtが指摘し
ているが、ユゴネは、神学的徳によらない君主による

「正義」（justitia）に基づく良き統治が、平和と調和を
もたらすと述べており26、本図の人物がシャルルそれ
自身の表象ではないとしても、君主の徳としての正義
の人格化の表象であると考えることができるだろう27。

21　 この司法官（裁判官）を示す赤いローブ（法服）は、メヘレン高等法院の裁判官の服装を示していると考えられる。シャルルは、
1473年12月８日付のティオンヴィルの勅令（17条）において「この法廷では、司法官は赤色のローブを纏う」《conseilliers de 
ladite court soyent en ladite grant chambre vestuz de robes dʼune courleur （rouge）》と規定している。Rompaey［1973］
Bijlagen, V, p.499.

22　 ただし、1476年のグランソンの戦いでの敗北の折、シャルルは顎鬚を生やしていたとされており、この図像が1476年３月の段階
で描かれたとすれば、シャルルの可能性があるが、後述するように、この図像の制作推定時期を1476年まで引き下げることは難
しい。Van der Velden［2000］；Paravicini［2010］p.332.

23　 Paravicini［2010］p.333. ギョ―ム・ユゴネについては、Paravicini［2002］pp.107-142, 143-208；河原［2013］5-6頁及び河原 
［2016］279-281頁を参照。

24　Brückle［2013］pp.127-128.
25　Paravicini［2010］p.331.
26　Vanderjagt［1981］pp.45-53；河原［2013］5-6頁。
27　Stroo［2002］pp.176-177；Lecuppre-Desjardin［2016］p.166.
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　そもそもどのような機会に《正義》に関するこのよ
うな図像イメージが必要とされただろうか。この点
で、第一の可能性として、1474年１月のメヘレン高等
法院の開設の式典の場が想定されよう。しかし、シャ
ルルはこの高等法院の開設式典には出席しておらず、
半年後の７月11/12日の式典に出席している。この時
期（1474年の前半期）に作成され、高等法院において
提示された可能性がまずは考えられる31。
　第二に、本図下部の台座に、〈consilium〉とあるよ
うに、本図像が、ブルゴーニュ公としてのシャルルの
法的統治活動を表象するものと考えるならば、その作
成年代として、シャルルがブルゴーニュ公に登位した
1467年６月15日以降で、1474年１月のメヘレン高等法
院開設にいたる前の時期が想定されよう。彼は、即位
の９か月後の1468年３月２日および1469年１月１日に
ブリュッセルの宮廷において発した宮廷令において、
人々の不満を聴く公聴会（Audience publique）を週
３回（月、水、金）開催することとし、各都市や貴族
の請願（requestes）を受けつけた32。本図はそうした
シャルルによる公聴会（高等法院の先駆的活動といえ
る）の折に示された君主側の《正義》を象徴する図像
であったのであろうか。Paraviciniは、この機会を本
図作成の最も可能性のある時期として考えている33。
　第三の可能性は、ブルゴーニュ公の都市への入市式
の折に使用された〈活人画〉tableau vivantの図像プ
ログラムの一部としての役割である34。Lecuppre-
DesjardinやBrückleらが想定しているように、ブルゴ
ーニュ公の都市入市式において、《活人画》をはじめ
とするイコノグラフィックなプログラムは、君主側と
都市との事前の交渉によって準備された。例えば1458
年のフィリップ・ル・ボンのヘント入市式の際には、
21の活人画がヘント市民の謝罪と改悛というストーリ
ーの図像プログラムとして事前に設定され、演出され
たのである35。しかし、シャルル・ル・テメレールの
入市式の場合、フィリップとは異なり、1467年６月の
ヘント入市式をはじめとして彼の統治の初期に行われ
た入市式は、フランドル、ブラバント諸都市との事前
の協議が十分行われず、結果として都市側の反乱を引
きおこす結果に終わった36。活人画のステージも、メ

3． モンプリエ・パーチメントの制作時期・
目的・機能

　それでは、本ミニアチュールは、いつ頃、そして何
の目的で制作され、使用されたのであろうか。前述し
たように、この図は19世紀後半にCalixte Cavalierに
よってスイスで購入され、1888年の彼の死後モンプリ
エ図書館に遺贈される以前の伝来については全く不明
である。この図の制作者と制作技法については、徳の
表現の仕方が、1470年代よりも少し古い1460年代では
ないかという見解がある一方、美術史家のBrückleは、
1470年代から90年代にかけて活動した「聖バルバラ

（St.Barbara）の逸名の画家」ないし「聖ギュデュル
（St.Gudula）の逸名の画家」の作品のスタイルに類似
しているとし、ブルッヘかブリュッセルの工房におい
て1470年代以降に作成された可能性を示唆している28。
Paraviciniは、本図の中央部と上部の構図において、
フランス王家との関係性を示唆する天蓋の色彩や、金
羊毛騎士団の紋章が欠けていること、中央部の正義の
徳の図像の上に掲げられた銘文において《正義》がシ
ャルルによって「最近」〈nuper〉地上に呼び戻され
たと記されていることなどから、本図の制作年代をシ
ャルルの統治期間（1467-77） の後半期ではなく、
1474年１月のメヘレン高等法院開設以前の前半期に特
定しうると考えている29。
　また、本ミニアチュールは、ブルゴーニュ期に制作
されたサイズとして例外的に大型であることにも注意
する必要があるだろう。Paraviciniによれば、ブルゴ
ーニュ期のコーデックスの最大のサイズは31cm×
34.5cmであり、例外的に44.5cm×47.5cmのサイズの
写本が制作されたという、 本図は、64.6/64.8cm×
34.5/34.6cmとさらに大型である。保存状態は良好で
あるが、図中のテクスト部分には欠落があり、天蓋の
色や徳を表象する女性たちの衣服の色彩はやや褪せて
いる。また、本図は縦に三つ折りにされていたとみら
れており、巻物の一部であったという可能性も考えら
れる30。しかし、何のために使用されたのかについて
は不明なままである。

28　 Brückle［2013］p.131. 15世紀ネーデルラントのミニアチュールの特徴と制作者については、D.Vanwijnsberghe［2002］pp.263-
271を参照。

29　Paravicini［2010］p.342.
30　Paravicini［2010］p.345.
31　Paravicini［2010］p.346.
32　 《il （mondit seigneur） voulant ad ce pourvoier et soy acquiter de son povoir dela charge a luy par la souverain juge commise a 

ordonne et ordonne que doresenavant il t （i） endra audience publicque troys jours la sepmanie apres son disgner：cʼest assavoir 
le lundi, le mercredy et le vendredey, depuys entre douse et une heure apres midy jusques a lʼheure de vespres pour recepvoir 
toutres les requestes qui luy seront presentees Durant lʼespace de demye heure,……》 Ordonnance de l’hôtel （1er Janvier, 
1469）, Oxford, Bodleian Library, Hatton MS, 13, f.27v-f.28r（Paravicini［2010］, pp.348-349より引用）。同様の規定は、ティオン
ヴィルの勅令（1473年12月）の第15条にみられる。《Et en nostredite court en ladite grande chambre sera tenu audience de 
plaidoyeries trois fois la sepmaine,…》, Rompaey［1973］Bijlagen, V, p.499.

33　Paravicini［2010］pp.347-355, 358.
34　Paravicini［2010］p.355.
35　1458年のフィリップ・ル・ボンのヘント入市式については河原［2002］を参照。
36　P.Arnade［1991］p.82-85；河原［2002］218-223頁。
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　シャルル・ル・テメレールは、《正義》を担う君主
としての野心を、メヘレン高等法院の開設を宣言した
ティオンヴィルの勅令（1473年12月８日）において明
確に表現した。しかし、それ以前から彼の《正義》の
担い手としての政治的意思は、前述したように彼の忠
実な廷臣ギョーム・ユゴネにより、ネーデルラントの
諸都市が集まった全国議会（1473年12月１日）や、ヴ
ァランシエンヌにおける金羊毛騎士団の総会（1473年
５月８日）の場などで語られ、またアラスやディジョ
ンへのシャルルの入市式における旧約聖書のギデオン
の物語をはじめとする一連のマイム劇において提示さ
れていた43。本図像もまた、正義の担い手としてのシ
ャルルの正統性と政治プログラムを公に示すイコノグ
ラフィックなツールとして、公の場において臣下に向
けて提示された可能性が考えられよう。
　歴代ブルゴーニュ公の統治は、これまでしばしば

「劇場国家」として語られてきたが、本図像は、軍
事・行政・司法改革の試みとともに様々な儀礼的パフ
ォーマンスを通じて諸領邦をフランス王国から独立し
た一つの「国家」に統合しようと試み、結局は潰えた
第４代ブルゴーニュ公シャルル・ル・テメレールの意
志をシンボリックに提示する稀な表象として興味尽き
ない作品なのである。
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ンへの入市式では、《正義》のアレゴリーが活人画の
舞台で提示されており、1468年３月（モンス）から
1474年１月（ディジョン）までの間のシャルルの入市
式においてシャルルの《正義》を象徴する表象として
使用された可能性が考えられるだろう38。
　とはいえ、いずれの可能性も、文書テクストに基づ
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おわりに

　Paraviciniは、本図（モンプリエ・パーチメント）
が、ブルゴーニュ公シャルル・ル・テメレールをモデ
ルとしつつ、 キリストから直接「正統性」 を得て、

《正義》を担う君主の統治プログラムを示すシンボリ
ックな表象であると結論している40。本図の下部に立
つ二色服の男性は、シャルルでも、他の特定の人物を
表しているのでもなく、ブルゴーニュ公シャルルの政
治的コンセプトを視覚化した抽象的な君主のイメージ
すなわち政治的身体（body politic）を提示している
と思われる41。近年、ブルゴーニュ公によるネーデル
ラントの統合プロセスを論じたR.Steinも、本図につ
いて、 神（イエス） から与えられた「平和と正義」

（pax et justitia）を地上において担う主体としてのブ
ルゴーニュ公（シャルル） の権力の表象とみなし、
Paraviciniの見解を支持している42。筆者も基本的に、
Paravicini、Steinの見解に同意する。では、〈モンプ
リエ・パーチメント〉の意義はいかなる点にあるだろ
うか。

37　Paravicini［2010］p.355-356.
38　 1474年のシャルルのディジョン入市式については、H.Chabeuf［1902］pp.79-349；E.Tabri［2004］pp.119-125；河原［2014］

2-8頁；同［2016］288-292頁を参照。
39　Paravicini［2010］P.356.
40　Paravicini［2010］p.358.
41　Brückle［2013］p.131.
42　R.Stein［2017］pp.177-178；Lecuppre-Desjardin［2016］p.166.
43　河原［2013］［2014］［2016］
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